
(2)専任教員数等

(2)-1 設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置準上の必要

任教數

10

うち、完成年度時に
おける設置'上の

必要教授数

(注)

(2)一②専任教員等数【大学】

設置時の計画

教授准教授講師助教

名

大学設置基準第+三条別表第一、短期大学設置

5

小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

名

(8)

現在

准教授教授

4

(4)

(報告時)

請師

計
(A)

18

( 1 ) (18)

の完成年度時の状況

5

[ 0

第二十二条別表第ーイにより算出される専任教員数を記入してください.

(注)

1)

「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、()内に開設時の状況を記入してください.

住見在(報告時)の状況」には、報告年度の5月1日の教数(実人数)を記入してください.
^

こ

するとともに、[]内に時の計画との増減数を記入してください.(記入例:1名減の場合

住見在(報告時)の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

[]内に設置時の計画との減数を記入してください.(記入例:1名減の場合: 1)

-3年齢構成

年併成

報告時(上記
(B))の教の
うち、定年を延
して採用している

教数

助手
(A')

0

(の

18

][0][0]

^

教授

助手
(C')

0

[ 0 ]

現在(報告時)の状況(B)

定年規定の定める
定年年齢(歳)

准教授

現在(報告時)の状況

講師助教

教授

現在(報告時)の完成年度時の計画

師助教准教授

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

(2)一⑥設置時の計画に対する助手充足率

現在(報告時)の完成年度時の状況(C')

設時の計画(A')
#DIV/01

(注)

名名歳

・「年齢成」には、当該学部における教の定年に関する規定に基づく定年年酢(特例等による定年年齢ではありません)、

及び、報告年度の5月1日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
教数及び完成年度時に定年を超えて任教として採用する教数を配入してください.

・なお、職位等によって定年年が異なる場合には、職位ごとの定年年説を「定年規定の定める定年年齢」に二段きで記入
し、「定年を延長している教数」には合算した数を記入してください.

4

1 1.1 1

計
( B )

助手
(B')

4

2 -4 設置時の計画に対する教員充足率

現在(報告時)の完成年度時の状況(C)

18

[ 0 ]

計
( D)

18

[ 0 ]

助教

設置時の計画(A)

0

[ 0 ]

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

(2)一⑤現在(報告時)の状況における定年を延長している教員構成率

報告時の教のうち、定年を延長して採用している教数

助手
(D')

0

[ 0 ]

=

計
C(

=

記
う
し
数

上(
教
延
教

時
の
を
る

度
)
年
す

年
)
定
用

成
C
 
、
採

完
(
ち
て

=

5
 
-
 
5

8
 
0

4
 
0

5
 
-
 
0

8
 
0

帽
怜

2
W

0
0



(3)専任教員辞任等の理由

(3)-1 専任教員の就任辞退(未就任)の理由及び後任補充状況

担当予定科目 後任補充状況番号職位専任教氏名時期 ●督亘択 00め

睡眠改善学 ②選択

教授 石原茂和

就任を辞退した教数

斜目

料目

斜目

斜目

合計(D)

担当科目数の合計(a)+

科目計 計計 計

認可時又は届出時以降、就任を辞退した全工_の豆任の就任辞退の理由を具体的に記入してください.

「就任辞退(未就任)」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです.

就任した後に辞任した教は、以下「(3)一②専任教辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに就任を辞退した ^ 赤字にて記入するとともに、^、

「就任辞退(未就任)の理由」に就任辞退の理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
・兼任兼担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

人

(3)一②専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番号雅位専任教氏名時期 担当予定科目●●畢帆 00の則

(b)+(C)

R?4 配置見しにより専任教から兼担教に変

就任辞退(未就任)の理由

①の合計数(a)

後任補充状況の

②の合計数

科目

料目

斜目

科目

計(E)

(b)

0 料目

1 料目

0 斜目

1 科目

辞任した教員数

充状況の集計

②の合計数

(2)

③の合計数(C)

5.55

合計(F)

担当科目数の合計

必、

選択

自由

計

一度就任した後に、定年j二よる'の理由_で辞任_した全:て_の婁任教員に^てに記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに辞任等した
^

にて記入するとともに、「辞任等の理由」^、

に辞任理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記'してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
任担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

人

料目

料目

料目

斜目

後任補充状況

(a)+(b)+(C)

(3)-3 上記(3)-0 (3)一②の合計

合計(D)+(F)

辞任等した教数 担当科目数の合計(a)+(b)+(C)

必修
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人
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計 科目

①の合計数仏)

辞任等の理由

(E)+

( b)

0 科目
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0 料目

1 料目

計

任充状況の

②の合計数

料目

料目

料目

料目

(3)-4 設置時の計画に対する教員辞任率

(3)-3 合計(D)+(F)
(2)一設時の計画(A)

(注)・

%

計(G)

( b)

0 料目

0 料目

0 斜目

0 科目

18

小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.
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(3)-5 定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

担当予定科目 後任補充状況番号職位専任教氏名必 択・自由の別

に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任した教数

(注)

合計

担当科目数の合計(a)

必修

選択

自由

計

定年」三よy'した全_ こついてに記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

に辞任理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記してください.

・専任數が担当する(している)場合は「①」
・兼任担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

人

+(b)+(C)

科目

科目

科目

科目

(4)専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

教の辞任等においては、当該教が担当していた授業を引き受けることのできる教
授業担当については、シラバス・時問割等により周知している.

①の合計数(a)

必修: 0

選択: 0

自由: 0

計: 0

辞任等の理由

(注)

任充状況の集計

②の合計数化)

0 斜目

0 ネ1目

0 斜目

0 斜目

科自

料目

科目

料目

上記(3)の専任教辞任等による学生の修等への影

今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください.

計

③の合計数(C)

必修: 0

選択: 0

自由: 0
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6 附帯事項等に対する履行状況等

区

届出時

分

(平成3 1年)

附

該当なし

項等 履行状況
今後の

の実施計画

「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯項(学校法人の寄附行為又は
^重虫 )と、それに対する行状況等について、

子^

1こ口

具体的に記入してください。

「設計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、 、

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の考となる'料があれば、添付してください。

「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してくださし

該当がない場合には、「附帯項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

「設計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

帯



7 その他全般的事項

<健康科学部 1山理学科>

(1)設置計画変更事項等

①学事日程(前期4月6日~)

置時の計画

1~6の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの(未実施を含む。

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

(2)教員の資質の維持向上の方策(FD ・ SD活動含む)

①実施体制
a 委員会の設置状況
平成16年度から教員の教育力向上を推進するために「広島国際大学FD委員会」を設置した。
広島国際大学FD委員会には6つのワーキンググループ(調査活動WG、教育・広報活動WG、研修活動WG、授業公開
WG、1CT活用教育推進WG、シラバス改革WG)を設け、懸案事項やFD活動について具体的に審議し実践しており、
令和2年度においてもこれらの活動を継続していく。なお、当委員会では、大学院を含む全学的な内容について対応して
いる。
(「広島国際大学FD委員会規定」については、別紙資料のとおり)

b 委員会の開催状況(教員の参加状況含む)
広島国際大学FD委員会は年8回程度の頻度で開催し、各WGの活動は随時行っている。

委員会の審議事項等
学生に対する受講生満足度調査アンケートの実施及び結果の分析ならびに顕彰とフィードバック
FD研修会・FD:演会など、授業改善のための情報の共有や提供
F Dに関する広報誌としての「F D n e w s l e t t e r」発行(年2回)
FD活動報告冊子の発行(隔年)
教員相互の授業公開など、授業改善のための諸方策の検討・実施等への取り組み

ICT活用教育の広報・研修など、1CTを活用した授業の情報提供

②実施状況
実施内容

生満足度調査^
^

D講演会F

D研修会F

D n ew s l e t t e rの発行F

FD活動報告冊子の発行
授業公開
ICT関連技術の利用方法の周知や、情報教育の整備

b 実施方法
実施内容のそれぞれを担当するワーキンググループが、それぞれ企画・運営を行う。 Eメール・会議での報告・掲示等
により教職員に周知し、できるだけ多くの教員が参加できるように配'している。

開催状況(教員の参加状況を含む)
生満足度調査の実施^

・前期令和1年6月~8月
・後期令和1年12月~令和2年2月
・教員は、前期もしくは後期のどちらかで年間少なくとも1回は実施することとしている。

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オン

ライン授業を中心とした授業開始時期を、連休明けの

5月7日とし、対面授業については、 6月8日からに延期

した。

変更内容・状況、今後の見通しなど
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2. FD講演会の開催
・日時:令和1年7月30日(火) 18:10~19:10
・テーマ:私の授業を紹介します!~授業公開活動を通じて~
・参加者数:112名

・日時:令和2年2月17日(月) 10:00~11:00
・テーマ:私の授業を紹介します!~授業公開活動を通じて~
・参加者数:106名

・日時:令和1年7月5日(金) 18:10~19:35
・テーマ:大学授業における著作権の考え方とICT活用について
・参加者数:91名

・日時:令和2年2月12日(7k) 10:30~11:30
・テーマ: population Health Mana宮ement1こ基づいた医療保険提供体制の構築に向けて
・参加者数:64名

3. FD研修会の開催
・日時:①令和1年9月3日(火) 10:30~12:30 【東広島キャンパス】

②令和1年9月4日(7k) 9:30~11:30 【呉キャンパス】
・テーマ:コミュニケーション研修
・対象:全教員
・参加人数:①13名

②10名

日時:①令和1年9月3日(火) 14:00~17:00 【東広島キャンパス】
②令和1年9月4日(7k) 13:00~16:00 【呉キャンパス】

テーマ:ルーブリック活用研修
対象;全教員
参加人数:①15名

②4名

4. FD newsletterの発行
・年2回発行(令和1年12月、令和2年3月に発行)
・全教員と各事務部署に配布

5.授業公開
・前期令和1年5月~6月
授業公開実施者数:90名、聴講者数:169名
・後期令和1年12月
授業公開実施者数:95名、聴講者数:182名

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
授業公開を実施することにより、他の教員の授業を見学することでの高い授業を行うための講義手法等の情報共有を
するよう努めている。今後もこれまでの活動を基によりよいFD活動を目指す体制づくりを進めていく。

③学生に対する授業評価アンケートの実施状況
a 実施の有無及び実施時期
有年2回(前期・後期各13~15回目の授業日)実施している。

b 教員や学生への公開状況,方法等
集計結果は学長、 FD委員会委員長、学部長、各授業担当者への報告のみとしている。各授業担当者は担当授業の集計
結果に対するレスボンスシート(1.教員へのアンケート、 2.学生へのフィードバック)を提出し、「教員へのアン
ケート」は集計結果を教員へ、「学生へのフィードバック」は学内掲示により学生に開示している。

①a 委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。信己入例参照
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0広島国際大学FD委員会規定

旧的)

第1条広島国際大学において教育力向上(ファカルティ・ディベロップメント)(以下「FD」

という)を推進するため、広島国際大学FD委員会(以下「委員会」という)を設置する。

(構成)

第2条委員会は、つぎの委員をもって構成する。

イ総合教育センター長

口各学部から学長が指名した者若干名

ハ教務課長

二その他学長が指名した者若干名

2 委員の委嘱および解嘱は、委員会の意見を聴いて、学長が行う。

(委員の任期)

第3条前条第1項イ号およびハ号の委員の任期は、その在任期間中とする。

2 前条第1項口号および二号の委員の任期は、2年とする。

(審議事項)

第4条委員会は、 FDの推進に関するつぎの事項を審議する。

イ FDの実現を図るための、各種セミナー等の企画および実施に関すること

口 FDを推進し、全職員間の相互理解を促進するためのニューズレターの発行

ハ FDプログラムの開発

「学生による授業アンケート」等の実施および結果の分析

ホ授業改善のための方策の検討

へその他FDに関すること

(委員長、副委員長およびその職務)

第5条委員会に委員長および副委員長を置く。

2 委員長および副委員長は、委員の中から学長が任命する。

3 委員長は、審議の必要が生じたとき、委員会を招集し、議長となる。

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときもしくは欠けたときまたは委員

長から命じられたとき、委員長の職務を行う。

(委員以外の出席)

第6条委員会には、委員長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴

くことができる。

(小委員会)

第7条委員会は、必要に応じて、小委員会を設けることができる。

2 小委員会の委員長および委員は、委員の中から委員長が指名する。ただし、必要に応じ

て委員以外の者を加えることができる。

3 小委員会では、委員会から付託された事項について審議する。

(委員会の庶務)

第8条委員会の庶務は、教務部教務課で取り扱う。

(規定の改廃)

第9条この規定の改廃は、委員会の意見を聴き、学部長会議の議を経て、学長が行う。

付則

1 この規定は、2004年4月1日から施行する。

2 この改正規定は、 2020年4月1日から施行する。

「雨聶靭

2004年4月2日

広学内H7



3)教育課程連携協議会に関する事項

※専門職大学、専門臓短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

(4)自己点検・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

「健康科学部」は、少子高齢化の進展、疾病構造の変化等により、健康増進を形成する基本要素となる「交流、休養、
栄養・食生活」等の健康に関する生活習及び社会環境の改善の需要が高まっていることを背景に設置したのもであ
り、 4つの学科で構成している。

「医福祉学科」では、社会福祉学に関する専門知識と技術を幅広く修得し、豊かな人間性を土台として、専門的知
識・技術を用いて、様々な生活上の問題を抱える人々に寄り添いながら、地域生活を支援できる人材を養成する。

「医経営学科」では、医マインドを有した経営スキルをもって、多角的に医や健康を検討できる「医経営」
人材を育成し、多くの専門職からなる医組織を効果的に束ねて、効率的な医提供を医機関において貢献する医療
マネジメントスタッフの養成を行う。

「心理学科」では、心理学の専門知識とコミュニケーション技術を生かし、自らの立場、状況、対象などの客観的な
アセスメントに基づき、課題を見い出し、課題の解決のために極的に行動する人材を養成する。

「医栄養学科」では、人々の健康の維持、病気の予防・改善のため、栄養と食の力を活用し、地域社会の健康・医
療・福祉に貢献できる管理栄養士を養成する。

これらの目的を達成するため以下の取り組みを行っている。

1.入学者確保
学生募集活動では、学科紹介パンフレット作成、ホームページ作成、オープンキャンパスや業者入試説明会への参加、
高校等へ極的に広報を展開し、教育内容とアドミッションポリシーの浸透を行った。さらに、高校生・保護者に加
え、高校教諭や地域住民を対象とした学部開設記念シンポジウムを開催し、健康科学部の認知度向上につなげた。
今後も引き続き、定員充足にむけた各種改善策の取組みに加えて、学生募集戦略のーの強化による学生確保に努め

ることとする。

2.初年次教育
日本政府による緊急事態宣言の発出を受け、大学における新型コロナウイルス感染拡大の防止を最優先として、一部

オンデマンド(オンライン)授業を活用した。授業実施にあたっては、自律的な学修や、学生一人ひとりに応じたきめ
細かな教育が提供できるよう、設問解答、添削指導、疑応答等の指導を十分に行うことに留意した。

3.新任教員オリエンテーション
令和2年4月に任した教員に対し、本学の方針、ビジョン(中長期目標・計画等)、人材養成の理念、学生支援や事

務手続等について研修を行った。なお、新型コロナウイルス感染拡大の防止を最優先として、研修の一部をオンデマン
ドで行い、各自視聴できる体制を築き対面での時間を短縮して実施した。

②自己点検・評価報告書

a 公表時期
「2018年度自己点検・評価報告書」を平成30 (2019)年3月に公表済

b 公表方法
・大学のホームページ上で公表
ht 如S ://棚W. h i rokoku-U. ac. j p/p rof il e/d i sc losu re/va l uat ion/j i koten. htm l

③認証評価を受ける計画

・平成27(2015)年度に公益財団法人日本高等教育評価機の大学評価(大学機関別認証評価)を受審、適合認定を得
た。評価結果は大学ホームページ上で公開済。
・次回は、令和4(2022)年度に公益財団法人日本高等教育評価機構(大学機関別認証評価)を受審予定。
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設置時の計画の変更(又は未実施)の有無に関わらず記入してください。

また、「①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

なお、「②自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

いて記入してください。

(5)情報公表に関する事項

0 設置計画行状況報告書(令和2年度)

a 公表予定の有無〔

《aで「有」の場合》

b 公表(予定)時期

C 公表方法

《aで公表「無」の場合》

d 公表しない理由〔

⑧

※設置計画が各大学等が社会に対して

設置計画履行状況報告書については、

129

調査結果公表後1ケ月以内

ウェブサイトへの掲載〕

実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

各大学等のウェプサイトに公表するなど、極的な情報提供をお願いします。

無

〔
〔



調査対象大学等の概要等

(1)設置者

学校法人常翔学園

(2)大学名
広島国際大学

(3)調査対象大学等の位置

〒737-0112

広島県呉市広古新開5丁目1番1号
〒739-2695

広島県東広島市黒瀬学園台555番地36

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位」と異なる場合、本部の位置を()書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

(4)管理運営組織

職名 考備変更状況

理事長

130

学

設置時

(クレテツオ)

久禮哲郎

(平成26年1月)

(ヤケヒロマスヒデ)

焼廣益秀

(平成27年11月)

(タナカヒデキ)

田中秀樹

(令和2年4月)

(アサヒクミコ)

旭久美子

(令和2年4月)

長

学部長

学科長等

「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

()きで記入してください。

(伊D 令和元年度に報告済の内容 (元)・^

令和2年度に報告する内容→(2)

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記(昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正)するとともに、上記と同様に,「備考」に変更理由等を

記入してください。

大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記してください。



(5)調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

を定めている組織ごとに記入してください(入試(注)当該調査対の学部の学科または研究科の専攻等、定
区分ごとではありません)。

:^■^ いιコーオ' 1- い ノ、^

巨^ ^.t暑口
い工

を追加してくたさい。
^ 巨^^ ゞ、

^
24、,2

゛

完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。(修業年限が4年以下の場合には欄を削除し、
5年以上の場合には、欄を設けてください。)

留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留'格(いわゆる

「留学ビザ」)により、我が国の大学(大学院を含む。)、短期大学、高等専門学校、専修学校(専門課程)

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記してください。

短期交換留学生など、定内に含めていない学生については記入しないでください。

(5)一①調査対象学部等の名称等

時の 十画設調対学部等の学位又は学科
考備

名称(学位) の分野 入学定 収容定入学定員修業年限

健康科学部
医療栄養学科

家政関係
240

学士

(医療栄学)

(注)定を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を()きで記入してください。

礎となる学部等がある場合には、「備考」に礎となる学部等の名称を記入してください。
学生集停止を予定している場合は、「備考」に「令和0年度から学生集停止(予定)」と記してくださし
「学位又は学科の分野」には、「認可申請」又は「設届出」の「教育課程等の概要偶"記様式第2号

(その2の 1))」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

(5)一②調査対象学部等の入学者の状況

令和5年度

61

1.01倍

報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。(過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。

()内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、 a D きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。該当がない年度には

「ー」を記入してください。

'メ'いでください。

[]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「ー」を記入してください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春入学とその他の学期(春入学以外の学期区分を設けている

場合)に分けて数値を記入してください。 「一暑日^ して

ください。また、その他の学期に入学定を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。
^「入学定超過率」については、 して

ください。なお、計の際はハ占上 占上 してください。3、 2、ノ、

「平均入学定超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定超過率の平均を記入してください。

旨にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度(令和2年度)から起した修業年限に相当する期佑の入学定超過率の平均を記してください。

「開設年度から報告年度までの平均入学定超過率」は、完成年度を越えて報告を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「ー」を記入してください。

考

令和6年度

区分

対年度
平均入学定
超過率

A

令和2年度

入学定

春季入学モの他の学期春季入学モの惟の学期春季入学モの他の学糊春季入学モの他の学期春季入学モの他の学期

志願者数

令和3年度

一仲

175

受験者数

合格者数

){ー}

][・]

){ー}

][・]

1 (ー)

][・]

}(ー)

][・]

1.01

173

B 入学者数

入学定超過率

令和4年度

1 17

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

超過率

.

(注)

備
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(5)一③調査対象学部等の在学者の状況

学年

令和2年度令和3年度令和4年度令和5年度対年度

春季入学モの他の学期春季入学モの他の学期入学モの他の学期季入学モの他の学期

61

日[][][][]1 ][][[・]

(ー)(ー)()()()()()()

1年次

2年次

3年次

4年次

][][][][

)()( )()(

・令和2年5月1日公表

(注)報告年度の5月1日現在の阿報を記入してください。(過年度にっいては、各年度末時点の同報として記入してください。
[]内には、留学生の状況にっいて内数で会己入してください。該当がない年度には「ー」を記入してくださし

してください。該当がない年には「ー」を記入してください。゛嬰
()内には、 こつい

.してください。その際、備考に人数の内訳を記入してください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期(春季入学以外の学期区分を設けている
「一嬰して^

場合)に分けて数値を記入してください。

ください。また、その他の学期に入学定を設けている場合は、備考にその人数を記入してください。
を記入してください。^

「計」については、

][

升

][ ][

61

令和6年度

入学モの他の学期

][

][

][

)(

][

] 1

][

)(

][

][
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][

備
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)(
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(5)一④調査対象学部等の退学者等の状況

区分

対年度

令和2年度

在学者数(b)退学者数(a)

令和3年度

61 人

令和4年度

人

入学した年度

令和2年度

令和2年度

令和3年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和2年度

0人

内訳

人

人

令和5年度

退学者数

うち留学生数

人

人

令和6年度

人

主な退学理由
(留学生の理由は[]

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

口計

人

(注)・数字は、報告年度の5月1日現在の数字を記入してください。
ー.、 Lか".各対象年度の在学者数については、対叡年度の人数を記入してください。ー 1 、

' 1..、
してくだー.、

.内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、 こつい

してください。゛.'

・在学者数、退学者数には{

.「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学欲の低下(0人)」というように、その人数も含めて記入してください。
・海外留学(記入項目例)・就学、欲の低下・学力不足・他の教育機関への入学・、学

・その他・除籍・家庭の・就職・学生個人の心身に関する事

(5)一⑤調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

人

き)

人

人

0人

【令和2年度】

令和2年度の退学者数(a)
令和2年度の在学者数(b)

【令和3年度】

令和3年度の退学者数(ヨ)

(注)

令和3年度の在学者数(b)

【令和4年度】

令和4年度の退学者数(a)

占上

令和4年度の在学者数(b)

【令和5年度】

令和5年度の退学者数(a)

0 %

「ーー、「・

「ーー刀・

「ーー、「・

区1^・

令和5年度の在学者数(b)

【令和6年度】

令和6年度の退学者数(a)

2 、 六されます。
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令和6年度の在学者数(b)

占上 3ノ、 ノ、

61

人
人
人
人
人
人
人

人
人
人
人
人
人
人

人
人
人
人
人
人
人
人

人
人
人
人
人
人
人
人

=
0

=

=

=

=

=

=

=

=
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【認可時又は届出時】

科目
区分 授業料目の名称

データサイエンス"

データ解析

プログラミング"

小計( 3 科目)

スポーツ実昔1

小計( 1 科目)

人間と文化1

人間と文化b

小計(?科目)

人間と牡会1

人間と牡会b

小計( 2 科目)

人間と自然1

人間と自然b

小計( 2 科目)

粧養ゼミ

小計( 1 科目)

配当年次

位倣

必選自敦准哉勧助
教

修択由授授師敏手

1・を・3罰・後

1・?・3前・後

任教弄の配置

1・?・3前・徒

■四■■■■■■^
,・・・揃登匪■■■■■■■^

■■■■■■■■^
1・?・3前・後

1前・後

【令和2年】

1・?・3前・後

日本事.

日本 b

小計( 2 科目)

日本語1

日本詣"

小計( 2 科目)

オプション科目合計("科目)

言冨告栄士桜論
置人早期体験学習

医・生n倫理

け

1・?・3前・後

1・?・3前・後

1前・後

2罰・後

1前・後

2餉・後

?前・後

?前・後

1前・後

1前・後

1前後

1前後

?前・後

?前・後

?前・後

3前・後

1前・後

3前・後

?前・後

血回■■■■■■^

科目
区分

1・を・3前・径

兼?

】・を・3前・後

■四■■■■■■^

■回■■■皿■■^
一姉・、■■■■■■■■^

■■■■■■■■^

兼1

蓋1

兼5

1 兼1

授業科目の名称

兼1

データサイエンス"

データ析

プログラミング"

小計(3科目)

スポーツ実習"

小計( 1 料目)

兼1

1・を・3前・後

医学・医痩喪論

公衆衛生学

公衆衛生学1

公衆衛生学1

生学

解剖学

生理解剖学実暫

生化学1

生化学"

生化学実験

生化学実験1

病態学1

病忽学"

病態学Ⅲ

病態生理学実習

謂理学

壇理学実習

調理科学実験

品化学1

品化学"

食品化学実験

品加工学

品加工学実

食晶街生学

品衛生学実敢

献立作成実習

小計( 29 科目)

1・を・3前・後

1前・後

1・を・3餉・後

配当年次

】・?・3前・後

単位數

■■■■■■■■^

人間と文化ヨ

豊1

人間と文化h

必選自教准講助助
撒

修択由授授師敦手

1・2・3前・後

小計( 2 剥目)

人間と牡会1

人間と牡会h

小計(2科目)

人問と自然1

人閻と自然b

小計(2科目)

教養ゼミ

小計( 1 科目)

専任教等の配置

1・2・3前・後

1前・後

1・2・3前・徒

1前・後

1前・後

1・2・3前

1前・後

葺1

■目四■■■■■^
・■■■■■■■■^
■■皿■■■■四^

1前・後

蓋1

1・?・3前・後

1前・後

工留学生特例科目

1・2・3前・後

2前・後

兼1

1前・後

豊1

0 鍍1

日本事 1

B本事 b

小計( 2 科目)

日本語1

日本語U

小計( 2 科目)

オプション科目合計( 44糾目)

耆票管理栄美士概諸
早期休験学冒

育底医.生命愉理

1・2・3前・後

口

ル

1前・後

1前・後

1前・後

1前・後

】餉・後

2前・後

1前・後

?前・後

2前・後

2前・後

1前・後

1前・後

1前・後

1前・後

2前・後

2前・後

2餉・後

3前・後

1前・後

3前・後

2餉・後

0 豊?9

1・2・3前・後

135

■回■■皿■■皿^

1・2・3前・後

1・2・3前・後

兼1

1 兼1

1 兼1

■目■■■四■四^

1・2・3前

■■■■■■■■^
・■■■■■■■■^
■■■■■■■■^

兼1

兼1

1・2・3前・径

1・2・3前・径

使
廩金

医学・医概諭

公衆衛生学1

公衆衛生学U

公衆衛生学Ⅲ

生理学

解剖学

生理解剖学実舌

1・2・3前・径

1・2・3前・径

■■■■■■■■^

口■皿口■四■回^

■■四■■■■皿^
■■■■■■■四^

1前・後

1前・後

1前・後

1前・後

1前・後

1前・後

?前・後

1前・後

1前・後

1前・後

生化学"

生化学実験1

生化学実験1

店態学1

病態学"

病忽学Ⅲ

病飽生理学実冒

調理学

理学実習

調理科学実験

品化学 1

品化学 11

品化学実験

食品加工学

品加工学実

品衛生学

品生学実験

献立作成実

小計( 29 科目)

兼1

生化学1

兼1

1 兼1

1 兼1

兼1

蕪5

1 兼1

■■■四■■■司^
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【認可時又は出時】

科目
区分

授業科目の名称

碁礎栄美学

甚礎栄養学実験

事摂取拳演冒

応用栄養学1

応用栄美学"

応用栄美学111

廊用栄美学実習

栄養敏論 1

栄養教詮"

栄養教論111

栄養教論実晋

巨床栄美学総詮

雷床栄養学各踏1

産床栄学各論11

回床栄養学各論Ⅲ

鹿床栄養学実冒1

苗床栄養学実冒"

配当年次

位数

必選

1前・後

2前・後

?前・後

?前・後

?前・後

?餉・後

修択

任撒員等の配置

講助助

師教手

?前・後

【令和2年】

1前・後

2前・後

2前・後

?前・後

?前・後

2前・後

3荊・後

3前・後

3前・後

3前・後

2前・後

3前・後

3前・後

2前・後

?前・後

2前・後

3前・後

3前・後

4前・後

4前・後

4前・後

4前・後

公栄養学1

公衆栄養学1

公衆栄養学実暫

給食経告理絶諸

給食経営管理各論

給食経営告理実習

給錘営告理実習11

総合濱習1

総合濱習"

総合濱冒Ⅲ

総合濱習Ⅳ

織合濱冒V

総含門演習1

総合門演習11

酋地実習 1(給食の運営)

産地実暫"(給食経管鵡)

座地実習111(啓床栄養学)

座地実Ⅳ(直床栄養学)

啓地実 V (公衆栄養学)

食育演習 1

食演習"

科目
区分 授業科目の名称

基礎栄養学

基礎栄養学実験

食事摂取演習

応用栄学 1

応用栄養学"

応用栄美学Ⅲ

応用栄餐学実習

栄受敦論 1

栄養敦詮"

栄養教諸Ⅲ

栄養教諸実習

直床栄養学難諸

配当年次必選自教准
教

修択由授授

位數

1前・後

?前・後

専任教員等の配置

?前・後

?前・後

虜助助

2前・後

2前・後

2前・後

1餉・後

2前・後

2前・後

?前・後

苗床栄学各諸1

3前・後

師教手

栄養藁学

医療・椙祉・介優と栄養ケア

卒業研究1

卒業研窒"

小計( 45 科目)

門敏科目合計(フ'剥目)

栄養に係る敦に関オる科目

学校栄美教話1

学校栄美敦姑"

栄養に係る撒に国する料目合計(2 科目)

住床栄養学各諸"

塵床栄養学各論111

塵床栄美学実習

能床栄学実習1

4前・後

公衆栄養学"

公衆栄養学実習

給食紐営告理聳仙

給食経営管理各M

給食経営管理実

給経営告理実習"

総合演習1

総合演習"

総合濱習Ⅲ

織合凌習Ⅳ

総合演習V

靴合門演習1

総合門演習"

堕地実 1(給食の営)

竺地実哲"(給食経営管理論)

巨地実習訓(商床栄学)

酋地実Ⅳ(酋床栄学)

哉地実習V (公衆栄学)

食演冒 1

食演冒U

食演冒Ⅲ

国栄養支擾学濱冒

食医特論

栄養雨学

医療・福祉・介堆と栄養ケフ

卒業研窒1

卒業研空1

小計('5 科目)

門敏科目合計(フ'科目)

栄美に係る教に関,る科目

学校栄養教諸1

学校栄隻敦"

栄養に係る敦に関する科目合計(2 剥目)

3前・後

国隊栄養支援学濱冒

習Ⅲ

4前・後

医特詮

4前・後

公栄学

4前・後

4前・後

?前・後

】前・後

?前・後

?前・後

3前・後

3前・後

1・2前・後

3餉・後

3前・後

3前・後

3前・後

3前・後

2前・後

3前・後

3前・後

4前・後

3前・後

4前・後

2前・後

2前・後

2前・後

■■皿四■■■司^
■■四四■■■同^

3前・後

3前・後

3前・後

3前・後

兼1

4前・後

8

4前・後

4前・後

'

4前・後

0'000

'

3前・後

4前・後

■■■■■■■■^

2

3前・後

1 1

4前・後

4前・後

4前・後

4前・後

1前・後

?前・後

3前・後

1・?前・後

1 1

4

0 兼2

2

3前・後

3前・後

3前・後

'前・後

4前・後

?

■■四口■回■豆^
■■■口■四■巨^

3前・後

3前・後

蕪1
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【認可時又は届出時】

剥目
区分

教に関する科目

授業剥目の名称

教庫理

教論

教制度論

学校教心理学

特別支提教論

教飯程論

道祖・特別活動論

配当年次必選自融准請助助

修択由授授師教手

位敷

総合的な学冒の時間論

教方法論

生徒指導論

専任敦等の配置

教相談

栄教実習1

教実銭演習(栄養教諭)

小計( 14 科目)

教に閥,る科目合計(1'科目)

合計( 149 科目)

栄教実習11

【令和2年度】

【卒業要件】
本大学に4年以上在学し、所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目

その他、合計1お位以上を修得すること

【雇修単位の上限】
1年間に履修申請で老る単位數は、"単位以内とする.ただし、佃学生特例科目

必な位数に含まれない科目及び再受験科目として申購している科目を除く

科目
区分

兼1

3前・後

4前・後

教庶に関,る科目

4前・後

兼1

【屋疹方法】
スタンダード科目
必修科目 15単位

15単位小計

4後

兼1

授業科目の名称

卒業要件及び履惇方法

0教科目
教に必な位は
rスタンダード科目」伍位)

【「スボーツ学」 1単位、「スポーツ実習 1」 1 位、「英語コミュニケーション 1」 1 位
「英語コミユニケーション 11」 1単位、「デジタルコミュニケーション」 1 位
「データサイエンス U 1単位〕

rオプション科目」(2単位)
〔「日本国憲法」 2単位〕、

r栄養に係る教育に闘する科目」(4 位)
【「学校栄餐敦診 1」?位、「学校栄費敦諸11」?位〕

r教に関する科目」 0,単位)
の合計31 位を修偶しなければならない

■皿■目■■■■^
■■■目■■■■^
皿■■■回■■司^

教原理

0オプション科目
必修科目・ 6
選択科目.4

敦掘諸

敦制度詰

学校教心理学

特別支擾教論

撒課程論

道艶・特別活動論

総合的な学習の時問論

教方法論

生徒指導論

敦相談

栄養教実習1

栄養教実冒"

教実践演習(栄養教諭)

3 位以上

配当年次

(小計)

位數

門教科目
必修科自:g5 位

(r 門慕礎分野」"単位、 r 門応用分野」51 位)
選択必修科目 2 位

(r専門応用分野」の「絖合濱習」から選択必修科目1単位
「芭地実習」から選択必修科目1 位の計?位)

10単位以上

必選自教

専任教砺の配置

修択由授

1前・後

1前・後

(小計) 97 位以上

0その他.3 位
t専門応用分野」及び r栄養に係る敦に閥する科目」の「学校栄教詮
1学校栄載諸11」ならびに他学科の門教科目から3 位

2前・後

門教育科目

哉助助

1前・後

卒業に

師敦手

2前後

3前・後

3前・後

3前・後

2餉・後

?前・後

(小計)

教に関する科目合計(14 畢[目)

合計( 149 科目)

(合計)

?

小計( 1'科目)

【卒業件1
本大学に4年以上在学し.所定の授業剥目について、スタンダード科自、オプション科目

モの他、合計1?5 位以上を修得オること

3 位以上

教瑳科目
教に必要な位は
rスタンダード科目」(6 位)

〔「スホーツ学」 1単位、 rスボーツ実習 1」 1 位、「英語コミュニケーション 1」1 位
「英語コミュニケーション1リ 1 位、「デジタルコミュニケーション」 1 位
「データサイエンス 1」 1単位〕

rオプション科自」(2 位)
〔「日本国憲法」 2単位〕、

r栄畳に係る教に関する科目」(4 位)
〔「学校栄養教論 1」2 位、「学校栄養教論11」?位〕

r教駿に関オる科目」(19単位)
の合計31 位を修得しなければならない

1?5 位以上

【段修位の上餓】
1年陶に履修申できる単位数は、'位以内とする.たたし、留学生特例科目

必.な位数に含まれない科目及び再受験科目として申舗している科目を除く

3前・後

兼】

4前・後

4前・後

兼1

【霞修方法】
0スタンダード科目

必修科目.15 位

4後

兼1

卒業件及び屈修方法

(小計)

報告年度の5月1日現在のを記入してください。(過年度については、各年度末時点の報として記入してください。)

認可申又は設届出の様式第3号(その2の1)に準じて作成してください.

「認可時又は届出時」には認可時又は届出時の教全て(任,兼担教を含む.)を字で記入してくださ、
その上で,訂 、

各の作成方法は「大学の等に係る出類作成の手引き」の「教名・」を確認してください.

年齢は, を記入してください.

任(門駿大学等は、実、実(研)、実み)、蕪担、兼任の順に記入してください.

不要な年度(平成30年度設であれば平成29年度)の表は適宜削除し、詰めてください.

オプション科目
必修科目 6 位
選択利目.4 位

巧位

小計) 10単位以上

専門教科目
必修科目・95 位

1選択必修科目?
(1 門応用分野」の「緋合演習」から選択必惇科目1 位
「直堤実冒」から選択必修科目1単位の計?位)

(小計)

0モの他:3 位
r 門応用分野」及び「栄に係る教育に関する科目」の「学校栄教論
「学校栄養教論IU ならびに他学科の専門教科自から3 位

門教科目

磯分野」'位、 r 門応用分野」51 位)

卒業に

97 位以上

125 位以土

【小計)

(合計)
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1)-2授業科目表に関する変更内容

【令和2年度】
Uか8、 1、の配を 1、2 3月のためチュートリアル」の口による退・担' の

ら「教授7、准教授1、師2、助教U に変更。(辻本洋子任教授減。森宏子任師。)
・教育内容の充実を図るため「門職連携基礎演習 1」の任教の配を「教授U から「教授2」に変更。(手納直規任教授減。
坂本宏司任教授、寺隆視任教授。}

を「教授U から「教授3」に変更。皈本宏司任教授減。・教育内容の充実を図るため「門職連携礎演習11」の任 配

手納直規任教授、山口光枝任教授、長太郎任教授 。)
・担当科目の見直しにより「グルーバル化と人間b」の担当教を「兼2」から「兼U に変更。(田野二兼担教授減。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「管理栄士概論」の任教員の配置を「教授4、准教授1、師U から「教授
3、准教授1、師2」に変更。(辻本洋子任教授減。森宏子任講師増。)
・,旦当教の逝去に伴い「医療・生命倫理」、「医学・医概論」の任教員等の配を「教授1、兼U から「教授U に変吏。(谷
智彦兼担教授減。)
・担当教の自己合による退職(令和2年3月末)のため「公衆衛生学 1」の専任教員等の配を「教授U から「兼U に変更。(辻本
洋子任教授減。,水良兼担師増。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「公衆衛生学11」、「公衆、生学11U の任教の配を「教授1」から「師
U に変更。(辻本洋子任教授減。森宏子任師。)
・担当科目の見直しによる「生理解剖学実習」の任教員等の配を「教授2、助手U から「教授1、助手1、兼1」に変更。(長嶺,太
郎任教授減。兒玉安史兼担准教授増。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「公衆栄学 1」、「公衆栄学11」、「公衆栄学実習」、「総合演習V」
の任教員の配を「教授U から「師U に変更。(辻本洋子専任教授減。森宏子専任師増。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「総合門演習 1」の専任教員の配を「教授8、准教授1、師1、助教1、助

増。)手5」から「教授7、准教授1、師2、助教1、助手5」に変更。(辻本洋子任教授減。森宏子専任
・担当教員の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「総合門演習IU の任教員の配を「教授8、師1、助教1、助手5」から
「教授7、講師2、助教1、助手5」に変更。(辻本洋子任教授減。森宏子任師増。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「臨地実習V (公衆栄学)」の任教員の配を「教授1・助手U から「

宏子任師増。)師1、助手U に変更。(辻本洋子専任教授減。
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「食育演習 1」の専任教員の配を「教授4、准教授1、師1、助教1、助手3」
から「教授3、准教授1、師2、助教1、助手3」に変更。(辻本洋子専任教授減。森宏子専任講師増。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「食育演習11」、「食育演習Ⅲ」の任教の配置を「教授4、准教授1、師
1、助教1、助手3」から「教授3、准教授1、師1、助教1、助手3」に変更。(辻本洋子専任教授減。)
・担当教の自己都合による退職(令和2年3月末)のため「卒業研究1」、「卒業研究11」の任教の配を「教授8、准教授1、師
1、助手4」から「教授7、准教授1、師2、助手4」に変更。(辻本洋子任教授減。森宏子任師増。)

2 (1)一①授業科目表に記入された各年度における変更内容(配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
授業科目名の変更、新規科目の追加など)を箇条きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してくださし

変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
不要な年度(平成30年度開設であれば平成29年度)の表は適宜削除してください。

(2)授業科目数

必修

79

(注)

設置時の計画

自由選択

科目
56

記入してください。

科目
M

計(A)

科目

信己入例

149

1科目減の場合

科目

必修

79

E するとともに、

△ 1)

科目

選択

変更状況

56
科目

自由

[]内に、設時の計画からの増減を

14
科目

升

149
科目

備考



(3)

番号

未開講科目

授業科目名

(注) . 配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

゛

ゞいオ') オ'い、ーいこつい 誉こ

教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。
専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

ください。

単位数配当年次一般・専門必修・選択

(4)

番号

廃止科目

授業科目名

149

(注)

139

設」時の計画にあり、何らかの理由で廃止(教育課程から削除)した授業科目について記入して
ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
ください。

授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

単位数配当年次一般・専門必修・選択

未開講の理由,代替措」の有無

(5)

該当なし

授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の修への影に関する大学の所見
学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

(6)「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0%
未開講科目(3)と廃止科目(4)の計

設」時の計画の授業科目数の計(A)

廃止の理由,代替措」の有無

(注) . 小数点以下第3位を切り捨て、

「未開講科目と廃止科目の計」
留意してください。

小数点以下第2位まで表示されます。
が、「(3)未開講科目」と「(4)廃止科目」の合計数となるように

2
3

2
3

、オ



3 施設・設備の整備状況,経費

区

1 1 }

校

区

校舎地

運動用地

ノ」、 計

その他

^ 計

地

等

用

213,334.58nイ

185,687 51rH
18鳥■96●6r6
399,022.09rH
40ふ■30デ叫杵'

6,515.的rTf

405,537 98m
40914届号3n'

専 用

116,024.62rH
1笄r卜評円子ギ#

( 116 024 62rTI)
、イーー、」H^ト

演習室穣室

(2 校

内

3教

共

室

{4 専任教員研究室

等

用

完成年度経費の見りは
学部全体

10,236千円
【敦 1人当り研究費】

3,363千円学部配分予査更のため
【図廟入費1

第6年次 館予減少のため. こ

のことに伴う教斉・研究へ
の支はない.(?)千円
【霞価賄入費】
教斉研究充實のため.
(?)

用る
学校等の

計
借用面積

88rH,1,460
213.334 58m 96 32nイ
185 687 51rr1 2,384.69rH
18鳥■9卜関州借用期:30年
399,022 09市(平成20年以来継
403430-94削続)

6,515 89州運動場用地売却のた
405 537 98市め.(2)
40鳥J4卜謁削

計

116.024 62州登記上面積の誤差の
OrH

U;→3子■子内'ため(2)
( 116 024 62市)

m 4-ー^香斗評円召弁J-

情報処理学習施設語学学習施設

8室
0室

11塞

人)(補助 い

5

共

86室
94塞

容

419室
453室

新設学部等の名称

健康科学部医療栄学科

新設学部等
の名称

フ70

54子

用

フ70
、イ54子}ー

Ont

0『d)(

実験実習室

262室
2子子皇

共用する他の
学校等の専用

〔うち外国〕

健科学部
医療栄養学科

学術雑誌

考

〔うち外国書〕

能

2,845 〔493〕
2,、15暑44鰐}ー

(2,845 〔493〕)
41r1闘イ^)→一

室

子ジヤーナル

(6)図

人)(補助

数

種

2,845 〔493〕
ユr;舶・{4W干

21 〔6〕
22{6}ー

〔うち外国〕

(フ)体

香

視聴覚資料機械・器具

(2,845 〔493〕)
42r子E'4^}ヲー

{21 〔6〕}
422-〔6}ヲー

館

育

8

経の見
り及び

維持方法
の概要

館

分区

1人当り研究費等

同研究費等

学生1人当 1年次
り

納付金 1,370千円

学生納付金以外の維持方法の概要

0 〔の
1イ1〕ー

面

大学全体での共用分

197.132舟

〔30.11'昂〕
本

共用分叱関係洋図除籍によ
る減.このことに伴う教育
研究への支陣はない.(2)
・学術蛇此
1.110種
尋鬼"武武^

〔'フ?橿〕

点 4鳥腿陶ト
岳融→臣数に交更121
呉キャンパス共用分
・電子ジ,ーナル
19種
Πき極〕

【図】
教育研究充実のため.
(2)
【学術斡誌】

(25) 学術雑艶・電子ジやーナルの
減少は購読を取りやめたた-5}ー
め.このことに伴う教育・研
宜への支はない.(?)
【視覚資料】
学料視覚資料の減少は旧駈

25 資料を除籍したため.このこ
6 とに伴う教育・研窒への支
はない.(?)
【器・"】

教育研交 実のため.
(2)

(25) 【標本】
、イ5)ー 教腎研究璋実のため.

(?)

塵席數減少は殴故陣によ
冊数 る関覧室閉鵡架増設のた

253 643 収納可能昌融の増加は架
244斗.95設のため.(2)

大学全体

室

{0 〔0〕}
414.1}ヲー

点

{21 〔6〕}
422-〔ε王,ー

標

面

17 〔の
N

3,621 31rH

積

5,550.52rH 2練習、

開設年度完成年度

190千円
283千円

2羽千円

千円 千円

2年次 第3年次

1,230千円1,230千円

私立大学等経常費助金、

収納

Ⅱ7 〔0〕}
・{0}、

0 〔0〕
1-ga-

(0 〔の)
41{1}→一

フ70

54子

時の計画を、申,の様式第2号(その1の1)に準じて作成してください.(数のキャンパスに分かれている

数の様式に分ける必要はありません.なお、「(1)校地等」及び「(2)校舎」は大学全体の数字を、その他の

いA C 、

用地が校舎敷地と別地にある合は、その旨(所要時・距離等)を「考」に記入してください.

「(5)図」については、上段に完成年度の予定数を、下段には令和2年5月1日現在の数を記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「(2)」を「考」に赤字で記入してください.

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒宇にしてください.

校舎等建物の計画の変更(校舎又は体館の総面の減少、築計画の遅延)がある合には、「築等計画変更」

を併せて出してください.

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください.

国立大学については「(8)経費の見り及び維持方法の概要」は記戰不要です.

閲覧座席数 可

フ70

454子)ー

17 〔の
N
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ε35

体館以外のスポーツ施設の概要
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4.既設大学等の状況

大学の名称

既設学部等の名称

護学研究科
士前期課程

優学専攻

広国際大学大学院

修業
年限

護学研究科
士後期課程

学専攻

入学
定員

年

医療・福祉科学研究科
士前期課程

医療工学専攻

入学
定員

人

収容
定員

医療・福祉科学研究科
士後期課程

医療工学専攻

年次

人

10

10

広島東広市
黒瀬学園台5"地36

学位又
は称号

人

医療・福祉科学研究科
修士課程

医療福祉学専攻

広県呉市広古斬開
五T目1番1号

平均入学
定

超過率

医療経営学攻

10

修士
(雁学)

心理科学研究科
士後期課程

臨床心理学攻

令和2年度
入学定
超過率

平成24

平成24

10

倍

定変
年度

(AC期の
学科のみ)

年度

0.00

0.00

博士
(護学)

心理科学研究科
門職学位課程

実践臨床心理学専攻

20

倍

20

0.00

0.00

10

0 00

0.00

修士
(医療工学)

設
年度

薬学研究科
士課程

医療薬学専攻

0.00

年度

所在地

博士
(医療工学)

1 30

1.30

0.00

20

平成15

平成巧

大学院全体

10

1.30

備

修士
(医療祉学)

修士
(医療経営学)

10

0.66

1.30

平成24

平成24

広県呉市広古斬開
玉丁目11号

広島県呉市広古新開
五T自1番1号

0.66

考

0.00

4

0.30

6

0.00

広島呉市広古斬卵
玉T目11号

4

平成21

平成21

0.30

博士
(臨床心理学)

40

0.30

0.30

40

0 20

平成21

平成21

広県広市
黒瀬学園台555呑地36

臨床心理修士
(専門職)

0.00

0.40

59

0.00

平成21

平成21

平成21

0.00

広島県東広市
黒瀬学園台555 地36

0.飾

0.00

博士
(薬学)

129

0.65

0.60

広島県東広市
黒瀬学園台5郭呑地36

同上

0.62

0.60

平成21

平成21

0.62

0.00

平成21

平成21

0 00

3
 
3

3
 
3

0
 
0

2
 
2

9
 
9

6
 
6

0
 
0

2
 
2

8
 
8



大学の名称

既設学部等の名称

保健医療学部

診療放射線学科

広国際大学

医療技衡学科

蕗床工学専攻

修業入学入学
年限定員定員

救急救命学科

年人年次

人

総合りハビリテーション学部

1

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻
蔚腔薯具学専鐙

リハビリテーション支援学科

義肢装具学専攻

収容
定員

広県東広市
黒瀬学台555呑地36

学位又
は称号

人

平成15

平成15

平均入学
定

超過率

医療福祉学部

学士
(診敢錬学)

平成?7年度学生耳焦停止
平威酋年度3年次端入学鼻集停
止

医療祉学科

医療福祉学専攻
介護祉学攻

保学専攻

令和2年度
入学定員
超過牢

学士

(匪床工学)
(臨床検学)

学士
(救急救命学)

倍

50

定変
年度

(AC期の
学科のみ)

年度

1.05

1.11

0.99

医経営学部

倍

医療経営学科

1.07

1.18

0.93

設
年度

年度

学士

(理学療法学)
(作業療法学)

(語硬覚法学)

(義肢装具学)

心理科学部

1.22

臨床心理学科

90

3年次
10

3年次
10

所在地

1.07

1.12

令和2

心理学部

平成10

平成10

平成25

1.22

学士
(穣肢装具学)

心理学科

4

広島呉市広古新開
玉丁目1岳1号

備

令和2

1.06

1.06

4

広島県
黒瀬学

考

護学部

広市
台555 地36

同上

ヤ和2

4

学士
(医療福祉学)

令和2

学科

4

薬学部

平成25

平成25

平成18

平成18

令和2郎度学生募無停止
令和4年度3年次史入学葬集停止

同上

令和2年度定変
130→100 (-30)

薬学科(6年停D

学士
(医療経営学)

広島県広島市
黒瀬学台555番地36

医栄学部

3年次
10

3年次
10

令和?年度学科

4

平成25

医栄学科

4

学士
(匪床心理学)

広島呉市広古新聞
五丁目11

3年次
10

3年次
10

令和2年度定員変
130→180 (+5の

平成26

平成26

平成10

平成10

同上

学士
し心理学)

広島呉市広古新開
玉丁目11号

令和2年度
学生募集停止

広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

平成23

平成23

令和2年度学生募集停止
令和4年度1年虞編入学鼻

1.05

1.05

平成13

平成13

広島県東広市
黒瀬学台555番地36

学士
(薬学)

令和2年度
学生募停止

1.07

1.07

0.84

0 84

学士
(医療栄学)

平成27

平成27

停止

広島県東広島市
黒瀬学台555 地36

令和2年度
学生募集停止

0.98

0.98

士
学(

0
 
0
 
0

2
 
7
 
0

0
 
0
 
0

8
 
2
 
4

0
 
0

8
 
8

0
 
0

6
 
5

0
 
0

3
 
3

0
 
0

2
 
2

4
 
4

0
 
0

2
 
2

0
 
0

2
 
2

6
 
6

0
 
0

2
 
2

0
 
0

5
 
5

0
 
0
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0
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大学の名称

既設学部等の名称

広国際大学

修業入学編入学
年限定員定員

年人年次

人

医療経営学科

心理学科

工

医療栄養学科

収容
定員

人

健康スボーツ学部

健康スボーツ学科

令和2年度学部

学位又
は称号

大学全体

令和2

令和2

同上

同上

広県呉市広古新開
玉丁目1看1号

平均入学
定

超過牢

学士
(医療福祉学)

令和2年度
入学定
超過牢

令和2

令和2

倍

広市広
黒瀬学園台555呑地36

定変
年度

(AC期間の
学科のみ)

年度

0.76

0.49

学士
(医療経営学)

学士
しD理学)

学士
(医療栄養学)

倍

1,060

0.76

0.49

属設
年度

年度

令和2年度学部般

3年次
30

0.83

0.83

1.01

令和2

令和2

学士
(鯉康スポーツ学)

所在地

4,180

0.83

0.83

1.01

令和2

令和2

備

1.08

1.08

令和2

令和2

令和2

広

考

瀬学
広島市
台555番地36

1.08

1.08

令和2

令和2

令和2

0
 
0

5
 
0

0
 
0

5
 
0

0
 
0
 
0

9
 
0
 
6

4
 
4

0
 
0
 
0

9
 
0
 
6

0
 
0

フ
フ

0
 
0

フ
フ



大学の名称

既設学部等の名称

工学研究科
博士前期課程

築・都市デザインエ学専攻

電気電子・機械工学攻

化学・環境・生命工学政

大阪工業大学大学院

修業入学入学
年限定員定員

年人年次

人

工学研究科
士後期課程

都市デザインエ学専攻

生体医工学専玖

電気電子工学専攻

建築・都市デザインエ学攻

電気電子・機械工学攻

生命工学専攻化学

収容
定員

人

1.11

1 11

学位又
は称号

大阪府大阪市北区
茶呈助1呑45号

平成12

平成12

ロボティクス&デザインエ学研弐科

士前期課程

ロボティクス&デザインエ学女

平均入学

超過率

修士
(工学)

修士
(工学)

修士
(工学)

令和2年度
入学定
超過率

ロボティクス&デザインエ学研窒科

士後期程

ロボティクス&デザインエ学攻

倍

18

定変
年度

(AC期間の
学科のみ)

年度

1.12

0.88

1.20

1.23

倍

報科学研究科
士前期課程

情報科学専攻

1.04

0.83

1.16

1.06

設
年度

年度

情報科学研究科
士後期課程

情報科学専攻

1.16

1.16

0.88

所在地

平成14

平成14

昭和40

平成29

平成29

平成29

知的財産研究科
専門学位課程

知的財産玖

1.16

大飯府牧方市北山
-T目79呑1号

備

0.66

1.00

1.00

大医府大販市旭区
大官五丁目16 1号

同上

同上

考

大学院全体

修士
(工学)

昭和42

昭和42

平成19

昭和42

平成29

平成29

平成29

1.00

1.00

1.50

大販府枚方市北山
一丁目79番1号

1.18

1.18

平成17

平成17

博士
(工学)

大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

同上

同上

同上

同上

同上

1.13

1.13

0.16

0 16

大阪府大阪市旭区
大官五丁目16 1号

修士
(情報学)

平成29年度
学生募停止

平成29年度
学生募集停止

平成29年度
学生募停止

0.00

0.00

223

1.02

1.02

博士
(報学)

平成29

平成29

1.22

1.22

0.00

0.00

知的財産士
(専門職)

平成29

平成29

大阪府大飯市北区
茶屋由1番45号

459

0.00

0.00

士
学
士
学
士
学
士
学
士
学
士
学

博
工
博
工
博
工
博
工
博
工
博
工

2
2
2
2

0
0
0
0

1
3
5
3

3
3
3
3
3
3
3

0
0
0
0

2
6
0
6

2
 
2
 
2

2
 
2

6
 
6
 
6

0
 
0

3
 
3

3
 
3

2
 
2

釦
印

2
 
2

卯
卯

6
 
6

3
 
3

5
 
5

0
 
0

8
 
8

2
 
2

0
 
0

3
 
3

巧
巧

0
 
0

6
 
6



大学の名称

既設学部等の名称

工学部

都市デザインエ学科

大阪工業大学

空間デザイン学科

修業
年限

建築学科

入学
定員

機械工学科

年

ロボットエ学科

入学
定員

電気電子システムエ学科

人

電子情報システムエ学科

年次

人

3年次
卯

3年次

収容
定員

応用化学科

境工学科

4

学位又
は称号

人

生命工学科

4

3,680

410

ロボテ'クス&デザインエ学部

4

平均入学

超過率

4

ロボットエ学科

4

システムデザインエ学科

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

令和2年度
入学定
超過率

平成15

平成15

4

3年次

3年次

3年次

3年次

3年次

空間デザイン学科

倍

4

定変
年度

(AC期間の
学科のみ)

年度

1.01

1.01

情報科学部

情報知能学科

4

平成29年度定変更
95→105 (+10)

平成29年度定変更
95→105 (+1の

平成29年度定変更
95→105 (+10)

平成即年度定変更
95→105 (+10)

倍

1.07

1.05

4

報システム学科

開設
年度

年度

1.02

0.98

4

情報メディア学科

4

3年次
15

3年次

3年次
5

3年次

ネットワークデザイン学科

0.99

1 07

4

所在地

1.01

知的財産学部

昭和24

昭和24

平成18

昭和24

昭和25

平成22

昭和24

昭和34

昭和33

平成18

平成22

1,150

370

370

410

1.05

0.99

1.03

1 00

4

知的財産学科

備

1.12

1.19

1.02

1.10

1.08

4

大阪府大販市旭区
大宮五T目16番1号

大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16 1号

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

大学全体

3年次
20

3年次

3年次

3年次

3年次

考

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(:〔学)

4

1,720

430

430

430

430

1.04

平成29年度定変
90→100 (+10)
平成四年度学生易集停止
平威31年度3年次傷入学真

1.02

4

1.07

4

1.12

平成29年度定変
140→150 (+10)

平成29年度定変
130→140 (+10)
平威M年度学生耳焦停止
平威31年塵3年次編入学昇

学士
(情報学)

学士
(報学)

学士
(報学)

学士
(情報学)

1 03

1 08

3年次
10

3年次
10

平成29

平成29

平成29

平成29

1.14

1,740

1.00

0.97

0.98

1 02

1.02

1.14

平成内年度定変
115→125 (+10)

平成29年度定変更
100→110 (+10)

平成29年度定変更
120→130 (+10)

平成内年度定変更
70→75 (+5)

平成29年度定変更
65→70 (+5)

平成29

平成29

平成29

平成29

3年次
85

1.06

1.07

1.04

1.06

1.08

学士
(知的財産学)

フ,130

大飯府大阪市北区
茶屋町1番"号

同上

同上

1.06

1.06

平成8

平成8

平成8

平成14

平成W

平成29年度学部設

1.08

1.08

大阪府枚方市北山
一丁目79 1

同上

同上

同上

次
次

年
5
年
5

3

3

4
 
4
 
4

0
 
0

0
 
0

0
 
0

5
 
4

5
0
0
5
0

2
1
3
7
フ

0
 
0

6
 
5

0
0
0
0
0

5
4
5
3
2

0
0
0
0

8
9
9
0

0
5
5
5
5

2
0
0
0
0

4
 
4

0
 
0

4
 
4

0
 
0

5
 
5



大学の名称

既設学部等の名称

薬学研究科
士程

医療薬学専攻

摂南大学大学院

修業入学入学
年限定員定員

人年次年

人

理工学研究科
士前期課程

社会聞発工学専攻

生産開発工学専玻

生命科学政

大蔽府川市
池田中助17 8号

同上

理工学研究科
士後期程

創生工学専攻

生命科学攻

収容
定員

人

0.20

0 20

学位又
は称号

経済経営学研究科
士課程

経済学専攻

経営学攻

0.75

0 75

平均入学

超過率

博士
(薬学)

平成9

平成9

令和2年度
入学定
超過牢

法学研究科
士程

法律学専攻

倍

定変
年度

(AC期の
学科のみ)

年度

0.62

0.62

修士
(工学)

修士
(工学)

修士
(理学)

倍

国際言語文化研究科
修士髞程

国際語文化専政

1 00

1.00

0.50

0.50

大飯府川市

池田中助17番8号

開設
年度

年度

0.74

0.91

0.66

0.65

平成11

平成11

護学研究科
士課程

看学専政

0.67

0.83

0.50

0.70

博士
(工学)

博士
(理学)

所在地

平成24

平成24

0.33

0.00

0.66

大学院全体

備

大飯府牧方市長尾峠町
45番1号

修士
(経済学)

修士
(経営学)

平成元

平成元

平成26

平成26

考

0.75

0.00

1.50

大阪府屋川市
池田中日117番8号

平成28

平成28

0.05

0.00

0.10

大阪府寝邑川市
池田中由17番8号

同上

同上

士
C去学)

大阪府牧方市尾助
45番1号

平成20

平成20

平成28

0.10

0.00

0.20

0.50

0.50

68

修士
(文学)

大飯府屋川市

池田中町17番8号

同上

平成26

平成26

平成26

0.60

0.60

0.20

0 20

修士
(棲学)
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大学の名称

既設学部等の名称

理工学部

生命科学科

摂南大学

住環境デザイン学科

修業
年限

建築学科

入学
定員

撥械工学科

年

電気電子工学科

入、'
定員

都市環境工学科

人

4

年次

人

3年次
30

3年次

3年次

3年次

3年次

3年次

3年次

収容
定員

外国語学部

令和2

令和2

令和2

令和2

令和2

外国語学科

4

学位又
は称号

人

経営学部

4

2,060

370

290

290

450

370

290

4

経営学科

平均入学
定

超過率

4

経営惰報学科

学士
(理学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

令和2年度
入学定
超過牢

薬学部

4

倍

4

大阪府牧方市尾峠町
45呑1号

薬学科(6年制)

定変
年度

(AC期問の
学科のみ)

年度

1.02

1.03

1.00

1.05

1.01

1.04

1.01

法学部

倍

4

4

1.03

1.13

0.94

1.10

1.00

1.06

0.94

法律学科

令和2

令和2

令和2

令和2

令和2

開設
年度

年度

4

3年次

3年次
4

3年次
4

経済学部

経済学科

所在地

1,096

688

408

学士
(文学)

昭和50

平成22

平成22

昭和50

昭和50

昭和50

平成22

護学部

備

1.06

1.06

4

学士
(経営学)

学士
(経営学)

大飯府屋川市
池田中旬17 8号

同上

同上

同上

同上

同上

4

学科

大飯府牧方市長尾峠町
45 1号

考

1,320

1,320

3年次

3年次

1.05

1.価

1.07

1.07

1.09

4

4

応用生物科学科

1,010

1,010

学士
(薬学)

3年次
4

3年次
4

1.05

1.00

1.14

食品栄養学科

昭和57

昭和57

1.03

1.03

同上

同上

同上

1,008

1,008

学士
C去学)

大学全体

大阪府屋川市
池田中町17岳8号

4

1.05

昭和57

平成18

昭和57

1.04

1.04

4

1.価

令和2年度学部

学士
(経済学)

4

大飯府Ⅱ市
池田中町17呑8号

同上

4

1.05

1.05

1 05

4

平成18

平成18

1.05

学士
(棲学)

1.08

1.08

2,巧0

大飯府牧方市尾峠由

45番1号

1.03

1.03

昭和63

昭和63

学士
(農学)

学士
(農学)

学士
(農学)

学士
(農学)

3年次
52

1.10

1 10

大販府屋川市
池田中由17岳8号

0.95

0.98

0.96

0.90

0.97

平成22

平成22

8,124

0.95

0.98

0.96

0.90

0.97

大飯屋川市
池田中助17 8号

平成24

平成24

次
次

年
5
年
5

3

3

4
 
4

0
0
0
0
0
0
0

0
9
7
フ
1
9
7

0
 
0

2
 
2

0
 
0
 
0

フ
 
7
 
0

0
 
0

8
 
8

6
 
6

0
 
0

2
 
2

0
 
0

2
 
2

0
 
0

2
 
2

4
 
4

0
 
0

0
 
0

0
0
0
0
0

4
8
8
8
0

0
 
0

4
 
4

0
0
0
0
0

4
8
8
8
0



(注) ・本調査の対象となっている大学等の設」者が既に設」している全ての大学(大学院含む')、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の5月1日現在の状況を記入してください。

(専攻科及び別科を除く)。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
オ'A C 、 いこつい 、0、

「平均入学定員超過率」には、報告年度(令和2年度)から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影のある情報

記入してください。
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(2)専任教員数等

(2)一①設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置準上の必要専

任教数

10

うち、完成年度時に
おける設置準上の

必要教授数

(注)

(2)一②専任教員等数【大学】

設置時の計画

教授准教授講師助教

名

大学設置基,第+三条別表第一、短期大学設置

10

ao)

名

( 1 )(2)

現在(報告時)

准教授講師
助手

助教教授
(C')

14

[ 1][0][1][0][0][0]

2 -4 設置時の計画に対する教員充足率

現在(報告時)の完成年度時の状況(C)

計
( A)

M

(14)( 1 )

の完成年度時の状況

M

第二十二条別表第ーイにより算出される専任教数を記入してください.

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、()内に開設時の状況を記入してください

時の計画(A')

フ.14

「現在(報告時)の状況」には、報告年度の5月1日の教員数(実人数)を記入してください.
^.「

するとともに、[]内に設置時の計画との増減数を記入してください.(記入例
^

・「現在(報告時)の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

[]内に設置時の計画との減数を記入してください.(記入例:1名減の場合: 1)

(2)-3 辱齢構成

年齢成

報告時(上記
(B))の教の
うち、定年を延
して採用している

教数

助手
(A')

(5)

設置時の計画(A)

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

2 -5 現在(報告時)の状況における定年を延長している教員構成率

報告時の教のうち、定年を延長して採用している教数

教授

助手
(D')

[ 0 ]

小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

現在(報告時)の状況(B)

定年規定の定める
定年年齢(歳)

准教授

現在(報告時)の状況

講師助教

教授

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

(2)一⑥設置時の計画に対する助手充足率

現在(報告時)の完成年度時の状況(C')

現在(報告時)の完成年度時の計画

計
准教授講師助教

( D)

14

[0][1][0][0]

(注)

名 名歳

・「年畔欄成」には、当該学部における教の定年に関する規定に基づく定年年(特例等による定年年眺ではありません)、

及び、報告年度の5月1日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

數数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください.

・なお、職位等によって定年年が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段きで記入

し、「定年を延長している教数」には合算した数を記入してください.

1 ]

計
( B )

助手
(B')

計
C )(

設

記
う
し
数

上(
教
延
教

鯖
の
を
る

度
)
年
す

年
)
定
用

成
C
 
、
採

完
(
ち
て

=

2
 
0

2
 
1

1
 
0

叫
叫

1
N

5
5



(3)専任教員辞任等の理由

(3)-1 専任教員の就任辞退(未就任)の理由及び後任補充状況

担当予定科目 後任補充状況番号職位専任教氏名時期 ●仰●賓・0閥の制

必、 チュートリアル

理栄士概論必、

公衆、生学 1必修

公衆'生学"必、

公衆、生学Ⅲ必修

公衆栄学 1必修

公衆栄学"必修

公衆栄学実習必修

総合演習V辻本洋子 選択教授 R2 3

総合専門演習1必修

必修 総合専門演習"

選択 惚地実 V (公栄養学)

食育演習1選択

選択 食演習"

選択 食育演習Ⅲ

卒業研究1必修

卒業研究"必修

科目

料目

料目

科目

料目

斜目

,斗目

科目

後任補充状況

+(b)+(C)

^

計

就任を辞退した教数 (b)+(C)(a)+

科目12 斜目斜目

科目 科目斜目

人
科目 斜目 科目

科目 計 計 計計 1417 科目 科目

認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての'専任の就任辞退の理由を具体的に記入してください.

「就任辞退(未就任)」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教のことです.

就任した後に辞任した教は、以下「(3)一②専任教辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに就任を辞退した
^

にて記入するとともに、^、

「就任辞退(未就任)の理由」に就任辞退の理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の棚にその数字を記してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
・兼任担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

0

合計(D)

担当科目数の合計

就任辞退(未就任)の理由

①の合計数(a)

(3)-2 専任教員辞任の理由及び後任補充状況

担当予定科目番号職位専任教氏名時期 ●●習゛白0●割

R2 3自己都合のため就任辞退(2)

辞任等の理由

①の合計数(a)

11

任充状況の

②の合計数

科目

任充状況の

②の合計数

計(E)

( b)

辞任した教数

斜目

科目

料目

科目

③の合計数(C)

計(G)

( b)

0 科目

0 科目

0 料目

0 科目

(注)

合計(F)

担当科目数の合計(a) ③の合計数(C)

こついに記入してください.一度就任した後に、 しこ

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

に辞任理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」のにその数字を記載してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
・兼任担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

人

①
①
②
①
①
①
①
①
①
①
①
①
①
③
③
①

0
 
2
 
0

修
択
由

必
選
自

1
 
0
 
0

択
由

必
選
自
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(3)-3 上記(3)-1 (3)一②の合計

合計(D)+(F)

担当科目数の合計辞任等した教数 (a)+

必、 12

選択
人

自由

計 17

上記(3)の専任教辞任等による学生の修等への影
後の方針などを可能な限り具体的に記入してください.

(3)-4 設置時の計画に対する教員辞任率

(3)-3 合計(D)+(F)
(2)一②設時の計画 A) 14

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

(3)-5 定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

後任補充状況番号職位専任教氏名 担当予定科目必・選択・自由の別

計

(b)+(C)

科目

科目

科目

科目

③の合計数(C)

必修: 0

選択: 0

自由: 0

計: 0

①の合計数(a)

11

はなし

任 充状況の集計

②の合計数

斜目

斜目

料目

斜目

辞任した教数

14

フ.14

(E)+

(b)

%

( G)

③の合計数(C)

合計

担当科目数の合計(a)+(b)+(C)

必修

選択

自由

計

科目

料目

料目

斜目

定隼1三.よ_り'した全:て4)^員についてに記入してください.

にて記入するとともに、「辞任等の理由」昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに辞任等した場合、

に辞任理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
・兼任担教が担当する(している)場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

人

に関する大学の所見、学生への周知方法、

(4)専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

教の任においては、当員が担当していた授業を引き受けることのできる
授業担当教については、シラバス・時割等により周知している.

を配置しており、学の屈修への
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任充状況の集計
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6 附帯事項等に対する履行状況等

区 分 附 事項等

届出時

行状況

での日、う元 口

ての教育研究体制の基盤を形成する期間と1
して位付けており、円滑な学部運営に向1
けて、各専門分野における豊な教育実

と研究業績を有した専任教員を配するこ1
ととしている。
その結果、教員組織が高齢に偏ることと
なったことから、教育研究の継続性の点:
を踏まえたうえで、中長期的に、教育研璽:
の維持・向上及び活性化を図る観点から、

各分野における今後の具体的な専任教員の1
採用計画にっいて検討じ、年齢の高い専1
任教員の退職に伴う若手・中堅教員の新規1
採用に関する中期的な人事計画を策定い
た。この人事計画に基づく計画的な採用を1遵守事項 履行済
行うことにより、年齢構成や役割分担及び1
連携体制が確保されるよう教員配の適正:
化を図っている。

なお、年齢の高い専任教員の退職に伴う1
若手・中堅教員の新規採用を行う際には、

邑

教育の質の保証の観点から、各分野におけ1
る教育上、研究上又は実上のれた知
識、能力及び実を有する教員を採用する:
とともに、採用後も授業の内容及び方法の1
改善を図るための組織的な研修及び研究の1
実施を通して、継続的な教員の資質の維持:
向上に努めている。

(平成3 1年)

完成年度前に、定年規
程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割
合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編成の将来構想に
ついて着実に実施する
こと。
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1

,

該当なし

今後の
の実施計画

「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項('
ノ^

^

^ )と、それに対する履行状況等について、
^言刃口

J^

こ 、

具体的に記入してください。

「設計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その行状況等の参考となる'料があれば、添付してください。

「履行状況」では、行中であれば「履行中」、行が完了していれば「履行済」を選択してください。

該当がない場合には、「附帯項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

「設計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

帯



7 その他全般的事項

<健康科学部医療栄養学科>

(1)設置計画変更事項等

①学事日程(前期4月6日~)

置時の計画

1~6の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの(未実施を含む。

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

(2)教員の資質の維持向上の方策(FD ・ SD活動含む)

①実施体制
a 委員会の設置状況
平成16年度から教員の教育力向上を推進するために「広島国際大学FD委員会」を設置した。
広島国際大学FD委員会には6つのワーキンググループ(調査活動WG、教育・広報活動WG、研修活動WG、授業公開
WG、1CT活用教育推進WG、シラバス改革WG)を設け、懸案事項やFD活動について具体的に審議し実践しており、
令和2年度においてもこれらの活動を継続していく。なお、当委員会では、大学院を含む全学的な内容について対応して
いる。

(「広島国際大学FD委員会規定」については、別紙資料のとおり)

b 委員会の開催状況(教員の参加状況含む)
広島国際大学FD委員会は年8回程度の頻度で開催し、各WGの活動は随時行っている。

C 委員会の審議事項等
1.学生に対する受・生満足度調査アンケートの実施及び結果の分析ならびに顕彰とフィードバック

FD研修会・FD講演会など、授業改善のための情報の共有や提供
Dに関する広報誌としての「F D n e w s l e t t e r」発行(年2回)F

D活動報告冊子の発行(隔年)F

教員相互の授業公開など、授業改善のための諸方策の検討・実施等への取り組み
ICT活用教育の広報・研修など、1CTを活用した授業の情報提供

②実施状況
実施内容
受講生満足度調査
D:演会F

D研修会F

D n ew s l e t t e rの発行F

D活報告冊子の発行F

授業公開
CT関連技術の利用方法の周知や、"報教育の整備

b 実施方法
実施内容のそれぞれを担当するワーキンググループが、それぞれ企画・営を行う。 Eメール・会'での報告・掲示等
により教職員に周知し、できるだけ多くの教員が参加できるように配慮している。

C 開催状況(教員の参加状況を含む)
1.受二生満足度調査の実施
・前期令和1年6月~8月
・後期令和1年12月~令和2年2月
・教員は、前期もしくは後期のどちらかで年間少なくとも1回は実施することとしている。

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オン

ライン授業を中心とした授業開始時期を、連休明けの

5月7日とし、対面授業については、 6月8日からに延期

した。

変更内容・状況、今後の見通しなど
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2. FD・演会の開催
・日時:令和1年7月30日(火) 18:10~19:10
・テーマ:私の授業を紹介します!~授業公開活動を通じて~
・参加者数:112名

・日時:令和2年2月17日(月) 10:00~11:00
・テーマ:私の授業を紹介します!~授業公開活動を通じて~
・参加者数:106名

・日時:令和1年7月5日(金) 18:10~19:35
・テーマ:大学授業における著作権の考え方とICT活用について
・参加者数:91名

・日時:令和2年2月12日(7k) 10:30~11:30
・テーマ: population Health Mana8ement1こ基づいた医療保険提供体制の構築に向けて
・参加者数:64名

3. FD研修会の開催
・日時:①令和1年9月3日(火) 10:30~12:30 【東広島キャンパス】

②令和1年9月4日(7k) 9:30~11:30 【呉キャンパス】
・テーマ:コミュニケーション研修
・対象:全教員
・参加人数:①13名

②10名

日時:①令和1年9月3日(火) 14:00~17:00 【東広島キャンパス】
②令和1年9月4日(7k) 13:00~16:00 【呉キャンパス】

テーマ:ルーブリック活用研修
対象:全教員
参加人数:①15名

②4名

4. F D n ew s l e t t e rの発行
・年2回発行(令和1年12月、令和2年3月に発行)
・全教員と各事務部署に配布

5.授業公開
・前期令和1年5月~6月
授業公開実施者数:90名、聴二者数:169名
・後期令和1年12月
授業公開実施者数:95名、聴二者数:182名

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
授業公開を実施することにより、他の教員の授業を見学することでの高い授業を行うための二義手法等の情報共有を
するよう努めている。今後もこれまでの活動を基によりよいFD活動を目指す体制づくりを進めていく。

③学生に対する授業評価アンケートの実施状況
a 実施の有無及び実施時期
有年2回(前期・後期各13~巧回目の授業日)実施している。

b 教員や学生への公開状況,方法等
集計結果は学長、 FD委員会委員長、学部長、各授業担当者への報告のみとしている。各授業担当者は担当授業の集計
結果に対するレスボンスシート(1.教員へのアンケート、 2.学生へのフィードバック)を提出し、「教員へのアン
ケート」は集計結果を教員へ、「学生へのフィードバック」は学内掲示により学生に開示している。
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①a 委員会の設」状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。(記入例参照



0広島国際大学FD委員会規定

旧的)

第1条広島国際大学において教育力向上(ファカルティ・ディベロップメント)(以下「FD」

という)を推進するため、広島国際大学FD委員会(以下「委員会」という)を設置する。

(構成)

第2条委員会は、つぎの委員をもって構成する。

イ総合教育センター長

口各学部から学長が指名した者若干名

ハ教務課長

その他学長が指名した者若干名

2 委員の委嘱および解嘱は、委員会の意見を聴いて、学長が行う。

(委員の任期)

第3条前条第1項イ号およびハ号の委員の任期は、その在任期間中とする。

2 前条第1項口号および二号の委員の任期は、2年とする。

(審議事項)

第4条委員会は、 FDの推進に関するつぎの事項を審議する。

イ FDの実現を図るための、各種セミナー等の企画および実施に関すること

口 FDを推進し、全職員間の相互理解を促進するためのニューズレターの発行

ハ FDプログラムの開発

「学生による授業アンケート」等の実施および結果の分析

ホ授業改善のための方策の検討

へその他FDに関すること

(委員長、副委員長およびその職務)

第5条委員会に委員長および副委員長を置く。

2 委員長および副委員長は、委員の中から学長が任命する。

3 委員長は、審議の必要が生じたとき、委員会を招集し、議長となる。

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときもしくは欠けたときまたは委員

長から命じられたとき、委員長の職務を行う。

(委員以外の出席)

第6条委員会には、委員長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴

くことができる。

(小委員会)

第7条委員会は、必要に応じて、小委員会を設けることができる。

2 小委員会の委員長および委員は、委員の中から委員長が指名する。ただし、必要に応じ

て委員以外の者を加えることができる。

3 小委員会では、委員会から付託された事項について審議する。

(委員会の庶務)

第8条委員会の庶務は、教務部教務課で取り扱う。

(規定の改廃)

第9条この規定の改廃は、委員会の意見を聴き、学部長会議の議を経て、学長が行う。

付則

1 この規定は、 2004年4月1日から施行する。

2 この改正規定は、 2020年4月1日から施行する。

属厩聶η

2004年4月2日

広学内117
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